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本稿は、北海道稚内市における公立小中学校の実践研究を事例に、小中連携・一貫教育の望ましい
進め方について考察することを目的とする。稚内市における実践研究の特徴は、第１に、児童生徒の
実態から出発し、児童生徒の意識の変容に着目しながら進められていること。第２に、そのねらいを
学力向上に特化することなく、生活力や社会性など、児童生徒の全面発達を保障する見地から取り組
まれていること。第３に、学校と教育行政の共同事業として、地域性を生かしながら地域ぐるみで実
践していることである。
こうした視点による連携教育こそ、校種間の段差を解消し、児童生徒の連続的な成長を促し保障す

る小中一貫教育の確かな土台となる。

中１ギャップ
児童生徒の意識変化
稚内市小中一貫教育実践研究事業


